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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ト
ピ
ッ
子
地
球
の
子

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
、「
ア
ト
ピ
ッ
子
」）

は
、
ア
ト
ピ
ー
・
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
が
あ

る
患
者
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
暮
ら
し
方

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
組
織
。

１
９
９
３
年
の
設
立
以
来
、
多
く
の
市
民
団

体
や
専
門
家
、
企
業
な
ど
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
り
、
多
く
の
人
を
支
え
て
き
た
。
事

務
局
長
の
赤あ

か
ぎ城

智と
も
み美

さ
ん
は
、
被
災
地
で
は

多
く
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
の
あ
る
人
が
苦

し
ん
で
い
る
と
語
る
。

	

「
ア
レ
ル
ギ
ー
や
ア
ト
ピ
ー
を
抱
え
る
人

は
、
使
い
慣
れ
な
い
ス
キ
ン
ケ
ア
用
品
で
湿

疹
が
で
き
て
し
ま
っ
た
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の

原
因
食
物
に
反
応
し
て
呼
吸
困
難
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
起
こ
し

ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

で
は
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
人
の
10
人

に
１
人
は
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク※

を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
は
、
45
分
以
内
に
治
療
を
し
な
け

れ
ば
命
を
落
と
す
重
篤
な
症
状
に
な
る
危
険

性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
津
波
で
普
段
使
っ

て
い
る
薬
や
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー
（
ぜ
ん
そ
く
治

療
機
器
）
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
避
難

所
生
活
で
の
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
症

状
が
悪
化
し
た
り
と
い
う

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

が
あ
る
人
が
、
避
難
所
で

提
供
さ
れ
る
食
事
が
原
因

で
入
退
院
を
何
度
も
繰
り

返
す
と
い
う
事
態
も
起
こ

り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
ス
キ
ン
ケ

ア
用
品
や
ア
レ
ル
ギ
ー
に

配
慮
し
た
シ
ャ
ン
プ
ー
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
除

去
し
て
調
理
し
た
食
物
、
医
療
用
品
、
医
療

機
器
な
ど
を
被
災
地
に
送
っ
て
き
ま
し
た
」

震
災
後
し
ば
ら
く
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
通
信
手
段
が
な
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
う

ま
く
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
被
災
地
で
、
被

災
者
は
ど
う
や
っ
て
「
ア
ト
ピ
ッ
子
」
の
存

在
を
知
り
、連
絡
を
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

	

「
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
個
人
が
被
災
地
で
ポ

ス
タ
ー
を
張
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
支
援

物
資
の
中
に
も
ポ
ス
タ
ー
を
入
れ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
が
張
り
出
さ
れ
た
り
、

配
ら
れ
た
り
、
ク
チ
コ
ミ
で
広
が
っ
た
り
し

て
、
そ
れ
を
見
た
方
か
ら
ご
連
絡
を
い
た
だ

き
ま
し
た
」
と
赤
城
さ
ん
は
言
う
。

	

「
ア
ト
ピ
ッ
子
」
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど

を
抱
え
る
人
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
し
た

キ
ャ
ン
プ
を
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
今
年
は

被
災
地
の
人
に
も
参

加
し
て
も
ら
う
こ
と

に
し
た
。

	

「
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
、

安
全
な
食
事
を
楽
し

め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

同
じ
症
状
が
あ
る
仲

間
と
出
会
え
た
り
、

自
然
環
境
の
心
地
よ

さ
を
体
験
し
て
も
ら

え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
夏
休
み
の
期
間
だ
け

で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
被
災
地
か
ら
離
れ
て

過
ご
せ
る
よ
う
に
支
援
す
る
動
き
が
全
国
で

始
ま
っ
て
い
て
、
私
た
ち
も
同
じ
思
い
で
い

ま
す
」

	

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
抱
え
る
人
に
と
っ
て
、
食

は
命
に
関
わ
る
問
題
に
な
り
得
ま
す
。『
安

全
・
安
心
』
を
追
求
す
る
食
品
企
業
さ
ん
や

生
協
さ
ん
の
よ
う
な
流
通
に
関
わ
る
方
々
の

努
力
で
、
多
く
の
人
が
と
て
も
助
か
っ
て
い

ま
す
。
生
協
は
多
く
の
組
合
員
を
抱
え
る
組

織
で
す
か
ら
、
今
後
は
食
の
提
供
に
と
ど
ま

ら
ず
、
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
フ
ル
に
生
か

し
た
活
動
を
、
も
っ
と
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
」

消
化
力
が
未
熟
な
乳
幼
児
の
こ
ろ
の
タ

ン
パ
ク
質
の
摂
取
の
仕
方
が
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
発
症
の
引
き
金
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

パ
ル
シ
ス
テ
ム
連
合
会
で
は
、地
域
の
活
動
・
事
業
に
関
わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
と
連
携
す
る「
セ
カ
ン
ド
リ
ー
グ
」を
組
織
し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
が
展
開
さ
れ
た（
本
誌
８
月

号「
東
日
本
大
震
災
・
復
興
レ
ポ
ー
ト
」P. 

25
〜
27
参
照
）。「
セ
カ
ン
ド
リ
ー
グ
」に
参

加
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ト
ピ
ッ
子
地
球
の
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
を
取
材
し
た
。

命
に
関
わ
る
問
題
に
な
り
得
る

被
災
地
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
抱
え
る
人
を

支
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
取
り
組
み

ア
ト
ピ
ッ
子
地
球
の
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ア
レ
ル
ギ
ー
を
抱
え
る
被
災
者
や

家
族
に
よ
る
キ
ャ
ン
プ
を
計
画

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
被
災
者
へ

安
全
・
安
心
な
食
料
を
送
る

人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

も
っ
と
生
か
し
て
ほ
し
い

ＮＰＯ法人アトピッ子
地球の子ネットワーク
事務局長・専務理事
赤城智美さん

支援物資を受け取った被災者。感謝の手紙が多
く寄せられているという。
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ネットワークの中で取り組まれる
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赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
は
生
も
の
を
避
け
、
消
化

し
や
す
く
調
理
し
た
も
の
を
よ
く
か
ん
で
食

べ
る
こ
と
を
習
慣
づ
け
る
な
ど
、“
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
”の
よ
う
な
情
報
を
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
で
発
信
し
て
い
く
こ
と
も
、

ア
レ
ル
ギ
ー
を
減
ら
す
た
め
の
有
効
な
手
段

と
な
る
そ
う
だ
。

	

「
被
災
地
で
私
た
ち
の
ポ
ス
タ
ー
が
自
然
と

広
ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
、
あ
ら
た
め
て
人

と
人
の
結
び
付
き
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

被
災
地
で
は
、
ま
だ
ま
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。『
セ
カ
ン
ド
リ
ー
グ
』の
よ
う
な
試
み
で
、

生
協
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
力
を
結

集
し
て
、
実
り
あ
る
地
域
復
興
を
実
現
し
た

い
で
す
ね
」

赤
城
さ
ん
は
生
協
へ
の
期
待
を
込
め
て

話
し
て
く
れ
た
。	

（
文　

野
口	

武
）

Ａ４サイズの「アトピッ子」のポスターは多くの
人の手を経て、避難所に張られたという。

※
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
：
急
性
の
全
身
性
か
つ
重
度
な
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
の
一
つ
。
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
ア
レ
ル
ゲ
ン（
ア
レ

ル
ギ
ー
の
原
因
物
質
）が
、生
死
に
関
わ
る
反
応
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
あ
る
。

支援制度を利用して
ボランティアしてきました！

　日本生協連が導入した「東日本大震
災ボランティア支援制度」は、被災地
でボランティアを行ないたい職員に、特
別休暇（有給扱い）の利用など、支援
を行なうというもの。品質保証本部品
質保証部の田

たむら

村孝
たかひろ

裕はこの制度を利用
し、石

いしのまき

巻市ボランティアセンターでの活
動に参加した。

＊　　＊　　＊
　私がボランティアに参加したのは、6
月18～20日です。当時の活動内容は、
浸水した家具の運び出しや家屋内外の
泥・がれき

4 4 4

を除去することでしたが、私
のような非力な人間でもできることはい
ろいろありました。
　1日目は、1mくらいの高さまで浸水したお宅の床下の泥出しを
しました。床下にヘドロが積もっていますので、除去しないと臭く
なってしまいます。これを取り除き、石灰をまいて終了となります。
　しかし、ボランティアが入る前に、家の人は家具を出し、畳を
上げ、大工さんに頼んで床板をはがしておく必要があります。2～
3日目に伺ったお宅は、2階まで床上浸水した地域なので、まず、
流れてきた自動車など大きな物を重機で除去してもらい、家具は
廃棄する前に中身を確認して必要な物を分けておく必要がありま
した。ボランティアに行く前には、何で震災から100日もたった
のに、家具出しや泥・がれき

4 4 4

の除去依頼があるのだろうと思って
いましたが、行ってみて、ボランティアに依頼できるレベルまで準
備するのに100日くらいかかることが分かりました。
　必要なものはボランティアセンターのHPに掲載されています。
それを見て安全長靴（つま先に鉄板が入っている）、皮手袋、厚
手のゴム手袋、防

ぼうじん

塵マスクなどを用意しました。鉄板入り長靴な
んてどこで売っているのだろうと思いましたが、ホームセンターで
売っていました。活動内容や必要なものは、時期や場所によって
変わります。行き先が決まったら事前に各HPでご確認ください。
（談）

全国ネットワークのもと
ボランティア活動の調整を行なう
コーディネーターを生協から派遣

　新潟県中越地震の翌1995 年、企業やNPO、社会福祉協
議会、共同募金会などによって構成される「災害ボランティア活
動支援プロジェクト会議」が設置され、日本生協連も今年、正
式に加盟した。同プロジェクト会議からの要請に応え、生協で
は初めて、ボランティア活動の調整を行なう「ボランティア・コー
ディネーター」を担う人材が、被災地の災害ボランティアセンター
に派遣されている。
　ちばコープ・管理部の金

かなざわ

澤義
よしのり

典さんは6月20日～7月2日、
岩手県の宮

みやこ

古市災害ボランティアセンターで活動を行なった。
金澤さんが担った役割は、災害ボランティアセンターにおける運
営事務や必要資材・機材支援の現地窓口としてのコーディネー
ト、そして、他団体との調整や企画など、多岐にわたった。
　金澤さんのちばコープ・管理部における業務には、「防災対策」
も含まれている。そうした自身の仕事も踏まえ、災害ボランティ
アセンターでの活動から得られた教訓として、①異業種の人たち
が集まる支援スタッフの間では、価値観の相違をお互いに認識
しながら、「目的での一致点」を共有する災害ボランティアセン
ターの円滑な運営を行なう。②そのために必要な分業は、災害
ボランティアセンターの課題達成に向けた「チームワーク」の中
での工夫を常に意識し、重要な意思決定はセンター責任者（社
会福祉協議会事務局）に委ねるという側面支援を心掛ける。そ
して、③刻 と々変化する被災地の状況を共有した、臨機応変な
センターの「チームワーク」の大切さ、を挙げた。そして、震災
からの復興という
共通の目標の下に
参集した支援者や
支援組織、社会福
祉協議会などと連
携して行なった取り
組みを、生協の地
域防災活動にも生
かしていきたい、と
語っている。

夜７時ごろの宮古市災害ボラセンターの支援スタッフ
たち。

「『ボランティアは初めてで
す』と言えば、何回も来てい
る人がなんでも教えてくれま
した」と語る、日本生協連の
田村孝裕。


